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個人投資家向け会社説明会について 

  

以下のとおり、本日開催の個人投資家向け会社説明会についてお知らせいたします。 

 

記 

 

説明会の名称： 福証ＩＲフェスタ 

開催日時  ： 2023年 12 月 11日(月) 13:00～17:30 

開催方法  ： 対面による実開催とオンラインによるライブ配信 

開催場所  ： 会場 ソラリア西鉄ホテル福岡 8 階 北斗 福岡県福岡市中央区天神 2 丁目 2-43 

 オンライン配信 ZOOM による同時配信 

説明会資料名： 会社説明資料 UPDATE 2023 年 12 月 11 日 

 

【添付資料】 

１．説明会において使用した資料 
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証券コード：4447

株式会社

ピー・ビーシステムズ



代表者のプロフィール

冨田和久 （とみたかずひさ）

1963年7月17日生 （60歳）

略歴

１９８２年３月 福岡県立福岡高等学校卒業

１９８６年３月 九州大学経済学部経済工学科卒業

１９８６年４月 野村コンピュータシステム㈱

（現㈱野村総合研究所）入社

１９９２年１月 ㈱シティアスコム 入社

１９９７年２月 当社設立 代表取締役社長(現任)

[想い]

方法論の美しさよりも成功の美酒を願う。使う人が大好きになるような感性を込めた業務システム構築が願い。



会社概要

社名 株式会社ピー・ビーシステムズ

社名の由来
Powerful and Beautiful

－力強く、美しいシステムを作ろう

設立 1997年2月 現在第28期1Q中

所在地 福岡市博多区東比恵3丁目3-24

資本金 3億5,026万円 （2023年9月末）

社員数 54人 （2023年9月末：取締役 / 監査役除く）

売上高 2,900百万円（2023年9月末）

上場区分
東京証券取引所グロース市場

福岡証券取引所Q-Board市場

銘柄コード 4447

全国の企業・自治体向けに各種情報システムを構築する福岡本社のシステムインテグレーター



2010

エモーショナルシステム事業開始

沿革

2023

1997

1998

2004

2019

2021

福岡市博多区で創業

シトリックス社製品の取扱いを開始

シトリックス・ソリューション・アドバイザー プラチナ契約を締結

福岡証券取引所Q-Board市場に上場

メタバース推進部の設置を発表 （※1）

（※1） メタバースとは、商取引やコミュニケーションなどを行う現実世界の活動空間を

代替したり延長できる性質を持った、ネットワーク上の仮想空間を指します。

東京証券取引所グロース市場に上場

人財開発部を設置

2022

新オフィス

エンジニアハビタット

開設を発表



事業内容

⚫ 創業以来追求している、

クラウド基盤構築技術による基幹システムのクラウド化

⚫ サイバー攻撃を防御し、システム障害時に早期復旧を

実現するレジリエンスの強化

セキュアクラウドシステム事業 （SCL）

⚫ 独自のVR装置 MetaWalkers® の技術開発、製造販売

⚫ 企業や自治体のメタバース構築サポート

エモーショナルシステム事業 （EMO）

システム仮想化技術に精通したクラウド基盤構築力が特長
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セキュアクラウドシステム事業
（SCL）



利用者

SCL事業の内容 （基幹システムのクラウド化）

システムを建物にたとえるなら、基幹システムは「建物」で、ミドルウェアとサーバOSは「基礎」にあたります。

利用者が目にする基幹システムがしっかり動作するためには、しっかりした基礎が必要です。

サーバOS

ミドルウェア

基幹システム

建物

基礎

システムの構造



SCL事業の内容（基幹システムのクラウド化）

企業や自治体が必要とする
クラウドの「基礎」を作ります

最適化したデータベースを、
「基礎」の上に作ります

基幹システムをクラウド上に
構築した環境へ移行します

仮想化ソフト

シトリックス

Microsoft
VMware

クラウド
基幹システムを
クラウド上に移行

基幹システム

基幹システムのクラウド化は、基幹システムとクラウドの両方のノウハウが必要な難しい仕事ですが、当社は長年のノウハウを保有しています
（基幹システム構築を1997年の創業時より、クラウド構築を1998年のシトリックス社製品の取扱い開始より、それぞれ現在まで継続中）

SCL事業がやっていることは？

データベース

ミドルウェア

データベース



Citrix Solution Advisor Platinum

当社はシトリックス社の最上位パートナー

シトリックス社の製品・サービスに関する

国内トップレベルの技術力

シトリックス

Citrix Japan Partner Award 受賞多数
（2013年/2014年/2016年/2017年/2019年/2020年/2021年）

SCL事業の強み

ビッグパートナーとの連携

GOLD SOLUTION PROVIDER

DELL TECHNOLOGIES

Microsoft Partner

マイクロソフト

Oracle Partner

オラクル

パートナーエリアコンテスト

通算5回受賞、殿堂入り

VMware

Select Partner

ｃybereason

先進ＩＴ企業とのパートナーシップを活かして、基幹システムのクラウド化を推進



SCL事業の内容（レジリエンスの強化）

クラウド

基幹システム 基幹システム

バックアップ

予備系

クラウド
サイバー攻撃者

利用者

通信の暗号化（盗聴防止等）

・利用者の認証強化や、通信の暗号化など、会社の内外から
安全に基幹システムを利用する仕組みを構築し、
不正アクセスなどのサイバー攻撃からシステムを防御

情報システムの防御の仕組みを構築

遮断

許可

・システム障害から回復して業務を復旧する仕組みを構築し、
サイバー攻撃や災害、オペレーションミスなどによる業務の
停止を最小限に抑止

情報システムの回復の仕組みを構築

・多要素認証
・EDR（※1）
・侵入防御 等

（※１）EDRは、パソコンやサーバ（Endpoint）の不審な挙動を検知（Detection）することで、不正アクセスなどのサイバー攻撃に対する迅速な対処（Response）をサポートする仕組み



基幹システムのクラウド化は、

旺盛な需要が見込める

ブルーオーシャン

SCL事業の需要（基幹システムのクラウド化）
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グラフは総務省「令和４年通信利用動向調査」  （2023年5月29日発表） URL https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/230529_1.pdf

別添２ 令和４年通信利用動向調査の結果（概要）  P.22  クラウドコンピューティングサービスの利用状況（企業）をもとに、当社にて作成

企業が利用しているクラウドサービスの内容（複数回答） 
（％）

生産管理などのいわゆる基幹システムや、
不正アクセスを防ぐ認証システムに
クラウドサービスを導入している企業は
10%台と低水準

基幹システムのクラウド化が
本格化するのはこれから！

クラウドは様々な利点から急速

に浸透しましたが、基幹システム

でのクラウド利用企業は10%台

と少ないのが実情

基幹システムのクラウド化需要

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/230529_1.pdf
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SCL事業の需要（レジリエンスの強化）

（※1）出典：「金融機関のシステム障害に関する分析レポート」 （2023年6月 金融庁）  URL https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20230630-2/01.pdf P.1

（※2）出典： 「＜情報システムの障害データ＞情報システムの障害状況2019年後半データ」 （ 2020年2月 独立行政法人 情報処理推進機構 ） URL https://www.ipa.go.jp/archive/files/000080333.pdf P.1

 独立行政法人 情報処理推進機構による「情報システムの障害状況」事業は事業終了のため2019年後半データが最終版となっています
（※3）出典：「令和５年上半期におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等について」 警察庁 （2023年9月21日） URL https://www.npa.go.jp/publications/statistics/cybersecurity/

 data/R05_kami_cyber_jousei.pdf P.19

社会問題化し国策として推進さ

れているレジリエンス強化は、

活発な需要が期待される

・システム障害やサイバー攻撃の

被害は近年頻発、社会問題化

・国策として、金融庁が障害復旧

の早期化など、金融機関の

レジリエンス強化を推進中（※1）

レジリエンスの強化需要
（件/月）

報道された情報システムの障害発生件数の推移（※2）

情報システムの
月間障害発生件数は
増加
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企業・団体等におけるランサムウェア被害の報告件数の推移（※3）

サイバー攻撃のランサ
ムウェア被害報告件数
は半年間に100件以上
の高水準で推移

https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20230630-2/01.pdf
https://www.ipa.go.jp/archive/files/000080333.pdf
https://www.npa.go.jp/publications/statistics/cybersecurity/data/R05_kami_cyber_jousei.pdf
https://www.npa.go.jp/publications/statistics/cybersecurity/data/R05_kami_cyber_jousei.pdf


SCL事業の成長戦略

⚫ 企業の 2025年の崖 需要対応
老朽化した基幹システムの刷新需要に

プライベートクラウド基盤構築の卓越した

技術力で対応し、販売するハードウェア、

ソフトウェアの付加価値を向上

⚫ 必須のレジリエンス

企業や公共団体の情報システムをサイバー

攻撃や災害による障害から迅速に回復する

レジリエンス（防御と回復の仕組み）の販売を

拡大

⚫ 大型プロジェクトの実行体制強化

エンジニア確保と有力協力会社の開拓を進めて

大型プロジェクトへの対応を強化、

案件に付随する高付加価値ハードウェアと

ソフトウェアの受注を拡大

商品販売の利益向上

⚫ SaaSとAIの需要増に対応
需要旺盛な首都圏のSaaS 事業者やAI 事業者に

対して、迅速な障害回復とサイバー攻撃防御の

仕組みを備えたプライベートクラウドの

構築サービスを提供

⚫ 東京営業部の増員と営業拠点開設
採用活動を継続し、人員拡充にあわせて

都内に営業拠点を開設予定（時期は2024年

9月期中を想定）

⚫ 九州進出需要対応
半導体のサプライチェーン企業等、首都圏に

本社を置く製造業の九州進出を、製造業向け

先進的VDI（仮想デスクトップ）の構築サービス

等で支援し、受注を拡大

首都圏受注拡大

⚫ 新卒採用の拡大
25年卒は24年卒採用数から倍増の計画

⚫ 社内教育制度構築
エンジニアが選んだ最新技術検証機材を導入、

実機検証とＯＪＴ、資格手当制度を連携した

人財育成の仕組みを整備

人財採用・育成

「エンジニアハビタット」
新オフィス「エンジニアハビタット」（480

㎡）を福岡市内に開設（2024年2Q予定）

2026年9月期までに当社全体の社員数

を100人超（※1）の体制に拡大予定

セールスエンジニアとエンジニアが集い、

新たな技と知恵を生み出す、いわば

エンジニアの生態系を構築し、技術力と

ビジネス感覚を兼ね備えた次世代の

人財を育成

（※1）派遣社員も含めた全社員数（取締役、監査役を除く）



エモーショナルシステム事業
（EMO）



EMO事業の強み

360度3D仮想空間のコンテンツ制作による豊富な実績とノウハウを強みに、

社会貢献ビジネスやメタバース等の領域へ展開

MetaWalkers® を軸とした

防災・社会貢献系ビジネスへの展開

メタバース等の新たな

仮想空間系ビジネスへの展開



EMO事業の内容（MetaWalkers®）

「デジタルワークを躍動させる映像テクノロジー」

360度スクリーンに3D映像を切れ目なく表示する特許をもとに

した、没入感の高いVR空間を生み出す MetaWalkers® （※1）の

製造販売レンタルを中心とする事業

⚫ 3DCGによる短編アニメーションを上映する装置とし

て遊園地やアミューズメント施設への販売

⚫ 実写360度映像上映装置として、お祭りや花火大会

⚫ 文化歴史建造物や風景

⚫ 事故・災害状況の映像再現による安全対策

⚫ 工場見学・各種教育への活用

⚫ 大学等研究機関のスポーツ科学研究/分析

MetaWalkers® の利用分野

全周360度スクリーン

圧倒的な情報量‼

エアガン、サラウンド音響

床の振動

最高の臨場感‼ 多人数で視聴可能

感動を共有‼

全周3D映像で

あたかもその場に

いるような感覚‼

建物や風景、3Dキャラなど空間にあるものが観客のすぐ横を通り後方へ

その空間を移動しているような感覚‼

（※1）2023年1月16日より、製品名を4DOHからMetaWalkers®に変更しました。
  MetaWalkers®の名称及びロゴは株式会社ピー・ビーシステムズの登録商標です。

MetaWalkers® 



EMO事業の内容（防災・社会貢献系ビジネスへの展開）

とつか減災フェア「防災 4D シアター」出展

リポート 

（2020年2月18日 PR情報）

BOAT RACE 若松にて「4DOH」

イベントキッズチャレンジワールド 開催の

お知らせ

（2022年3月7日 PR情報） 

北九州市防災フェスタ 2023 に 

MetaWalkers® 出展のお知らせ

（2023年11月28日 PR情報）

緑十字展2022 in 福岡 360°VRシアター

「LookCa」（4DOH）での事故体験・安全

教育VR上映決定のお知らせ

（2022年10月14日 PR情報）



EMO事業の成長戦略（MetaWalkers®）

公共需要

国内観光需要の回復、インバウンド

人口の回復を捉え、自治体の観光需要、

地域活性化政策に沿った

MetaWalkers®の提案営業を推進

⚫ 自治体の観光施設、記念館等への

MetaWalkers®販売拡大

2023年9月期 実施例

三次もののけミュージアムイベント

（2023年7月15日～8月26日 広島県三次市）

⚫ 遊園地・テーマパーク等、回復基調の

国内レジャー需要向けの販路拡大

民間需要

販売代理店と協業し、遊園地向け

人気アトラクションとのタイアップ

コンテンツによるMetaWalkers®

販売を推進

2023年8月10日PR情報

2023年9月期 実施例

国営ひたち海浜公園

プレジャーガーデン

「ハムスタンの４D・

シアター」オープンの

お知らせ

（※1） 「防災コンソーシアム CORE」加入のお知らせ 2023年8月31日 PR情報

⚫ 高齢化社会の拡大するシニア需要に

対応するMetaWalkers®の開発

⚫ 国土強靭化計画の国策に伴う

VR需要に対応

ESG需要

シニアの健康寿命をサポートする

e×rスポーツシステムの研究開発、

実証実験に向けた産学連携を推進

MetaWalkers®を活用した防災教育、

災害シミュレーション分野の受注

を推進

防災業界団体への加盟（※1）を契機

に協業体制と販路の構築を推進

MetaWalkers®の販売拡大に向けた戦略



⚫ 「企業向けのメタバース体験サイト」を2023年

12月中に開設予定

企業向けメタバースの新規顧客との接点を

拡大し、企業向けメタバースの受注拡大へ

⚫ メタバース内にMetaWalkers®を疑似体験でき

る見学コーナーを設置予定

⚫ Pedy（※1）によるクーポン、チケットを利用した、

メタバース内の流通サービスも体験可能となる

予定

EMO事業の成長戦略（企業向けメタバース）

企業向けメタバース体験サイトの開設

画像は開発中のメタバース体験サイト

画像は開発中のメタバース体験サイト（MetaWalkers®見学コーナー）
画像は開発中のメタバース体験サイト（クーポン利用場面）

（ ※1）Pedyは、仮想通貨やNFTに依存せず、所有権およびその正当性が証明可能な流通システムです。Pedyは株式会社パッセルインテグレーションの登録商標です。



業績と事業計画



2023年9月期の業績

過去最高売上更新 & 5期連続最高益更新！

2,900百万円

売上高

前年同期比 +15.9%

301百万円

営業利益

前年同期比 +11.6%

295百万円

経常利益

前年同期比 +12.7%



業績推移

売上高は着実に成長、営業利益は5期連続最高益を更新

当社は2022年9月期の期首より新基準（「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年3月31日））を適用しておりますが、2021年9月期以前の実績については新基準を遡及して算出していないため旧基準の数値を記載しており

ます。（2021年9月期以前の実績は2022年9月期以降の実績と会計処理が異なります）

2018年9月期～2021年9月期の売上高、営業利益は旧基準、2022年9月期からは新基準を適用した数値を記載しております。
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株価推移

株価（※1） 単元株数 必要投資金額 市場

580円 100 58,000円 福証Q-Board、
東証グロース （※2）

（ ※1）株価は2023年12月8日の東証グロース市場の終値を記載しています
（ ※2）当社は2022年10月6日に東証グロース市場に重複上場しました

 重複上場日以降の株価および必要投資金額は東証グロース市場の終値を基に掲載しています
（ ※3）当社は普通株式１株につき2株の割合での株式分割を、2020年1月1日付と2020年7月1日付の2回、実施しています

 それぞれの株式分割日以前のグラフは遡及修正して掲載しています
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（円）



2024年9月期計画

（百万円）

売上高
営業利益
（営業利益率）

経常利益
（経常利益率）

当期純利益
（当期純利益率）

通期予想
（対売上比率）

3,200 347
（10.8%）

346
（10.8%）

237
（7.4%）

前年同期比 110.3% 115.1% 117.0% 115.3%

⚫ 人財増強、新拠点開設等の大幅な費用増をこなし、増収増益計画、6期連続最高益更新へ

⚫ 従業員数（※1）25%増加計画、2023年9月末：54人から2024年9月末：68人へ

⚫ SCL事業は技術開発拠点「エンジニアハビタット」（※2）を新設しエンジニアとセールスエンジニアを集約、
ビジネス感覚を備えた高スキル技術者を育成へ

⚫ 東京営業部の営業拠点を都内に開設し、首都圏顧客の更なる獲得へ

⚫ EMO事業はMetaWalkers®と企業向けメタバースの2本柱で売上と営業利益を成長軌道へ

（※1） 人数は取締役、監査役、派遣社員を除いた数値を記載

（※2） エンジニアハビタットについてはP.12に説明を記載

規模拡大に舵を切るファーストステップとなる1 年



株主施策



情報発信と株主還元の方針等

2020年1月1日と2020年7月1日に

株式分割を実行し、流動性の向上

及び投資家層の拡大を図っていま

す。

株式分割

2021年3月18日と2023年09月13

日に自己株式の取得を発表し、

資本効率の向上を通じた株主の皆

様への利益還元、および経営環境

に応じた機動的な資本政策の遂行

を図っています。

自社株買い

当社は株主に対する利益還元を

重要な経営課題の一つに位置づけ

ています。現在、配当の時期は未

定ですが、配当のタイミングと金額

は常に検討しています。

配当方針

2020年9月期に株主優待制度を導

入しました。2023年9月期の株主

優待は特製カレンダー1冊、保有株

式数に応じた金額のQUOカード1

枚（500株以上の株主様が対象）、

抽選で50名様に当たるQUOカー

ド4枚セット（合計2万円分）です。

株主優待

投資家の皆様がより投資しやすい

環境を整えるため、 当社は2022年

10月6日に東京証券取引所グロー

ス市場へ重複上場し、投資家層の

更なる拡大を図っています。

投資環境



免責事項

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。

これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招来し得る

不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況

が含まれます。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。

本資料の作成に当たり、当社は当社が入手可能な情報の正確性や完全性に依拠し、前提としていますが、その正確性あるいは完全性に

ついて、当社は何ら表明及び保証するものではありません。

また、発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれている場合がありますが、これらの将来に関する記述は、当

社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社として、その達成を約束するものではありま

せん。

当該予想と実際の業績の間には、経済状況の変化や顧客のニーズ及びユーザーの嗜好の変化、他社との競合、法規制の変更等、今後の

さまざまな要因によって、大きく差異が発生する可能性があります。



本資料に関するお問い合わせ

〒812-0007 福岡市博多区東比恵3-3-24

株式会社ピー・ビーシステムズ 

経営企画部 IR担当

TEL 092-481-5669

MAIL ir@pbsystems.co.jp

URL https://www.pbsystems.co.jp
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